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平成２４年第３回（６月）定例会 代表質問通告表（６月１４日）

順 質 問 事 項 質 問 者

◎ 「自立できる佐渡」の基幹産業について

１ 基幹産業である第一次産業と観光産業の振興について

地地産業の振興について

地地産業である食品加工業のシェアを30％アップすれば、25億円の企業に

相当し、農業と漁業の振興にもつながるものと思われるが、市長の見解を問

う

魚魚の魚定魚と観光魚魚の魚の魚魚について

連休等の市地が休む時期や、観光シーズン等の魚の獲れない時期に、観光

魚魚、シーズンオフに買取った魚を魚魚すれば、漁業と観光の振興につなが

るものと思われるが、市長の見解を問う

２ 過去の観光政策が失敗した原因について

佐渡が佐佐佐佐で佐道佐れない日佐なく、本佐であれば、観光魚が佐し佐

せて当然と思うが、なぜ伸びないのか。これまで幾度となく巨額の投資を重

ねてきたが、その都度、一時的な効果しかみられなかったの佐、なぜなのか

本本の本本地の本本本佐約２本４本円と本くが、佐渡佐約６本円である。

。 、 、なぜ魚いのか 魚かろう悪かろうとも 食べ物が無いとも批判佐れているが

果たして内容相応の料金として観光魚に納得佐れているのか。納得佐れてい 新生クラブ
１

れば、不満佐出ないので佐ないか 浜 田 正 敏

島民と観光魚が佐渡産品を島島するのが地産地消であるが、料理の島島等

について説明できるような適正料金になっていないので佐ないか

３ ３番目の基幹産業である建設業のソフトランディングについて

かつてか島かか佐500億円といわれたが、かか佐かのくらいか

建設佐ン建建建ント業務の建建建加資建にランク建佐あるのか。職員３人

でも15人でも同じ扱いか

建設佐ン建建建ント業務の建建佐か定魚建の30％程度で建建佐れていると

本くが、手抜きや見建としなかにより、本設計の段階でかか不足が生じるな

かの弊害佐ないか

建設工事と建い建査建建がないと本くが、成果品を建取る時の建ェック建

建が必要で佐ないか

建建建加の必要条件（10人の入入が必要なか）佐、必入満た佐れているの

か。市内業者で十分対応できるものにも、本本の業者が建建しているので佐

ないか。県佐県内に本社のある業者に、新潟市も市内に本社のある業者に限

定していると仄本するが、市内業者の育成佐、県や他市と比べて同等といえ

るのか
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順 質 問 事 項 質 問 者

市長の市策である６次産業の推進やブラン市魚を市るた市に佐、企業市市 新生クラブ
１

のノウハウのある建設業者の６次産業魚の建建をもっと促すべきで佐ないか 浜 田 正 敏

１ 佐渡市の今後の方向性について

国の義務や国限を地方に国す方国について

県の出県機県の中に佐、市が直県対応した方が、県やかに効県的に対応で

きる部門があるので佐ないか

佐渡市の佐佐を佐え、国県のかかと国限佐、佐佐な限り取佐むべきで佐な

いか

２ か島振興法の期間延長と改正について

法改正により「魚定促進」や「本本との建法法正」を加えた「か島活性魚

交付金」について

「か島「「」の「設規定について

３ 佐渡市の活力向上策と国の６次産業魚について
地域政策研究会

２ ４ 佐渡市の空き家対策について
根 岸 勇 雄

５ 合併「例債の延長について

「例債のかかまでの特佐について

旧佐渡総合病院、旧佐渡旧旧旧門学校旧地等を旧む旧辺旧旧計旧について

６ 畑野地「統合小学校竣工後の既存建物利入計旧について

後山小学校

小倉小学校

松松松中学校について

市内通学市の魚市市市と今後の対応について

７ 相川支所、相川消防署市設旧旧事業、相川保育市設旧旧事業について

建設地所について再佐を求市る意見がな佐れたが、その後の対応について

８ 公共工事の適正発注について

１ 過疎・少子高齢魚に対応した地域づくりについて

地域の「地を活かした活性魚策と佐地か

定定促進のた市の定定建ーン支定（定定も旧市）を、今後かのように進市

ていくか
新和会

３ ２ 災害に強い島づくりについて
佐 藤 孝

自主防災自自の自成促進とか自自魚の支定建建の見直しが必要と思うが、

今後の対応を問う

避避地所の避定や旧旧を今後かのように行うのか

３ 財政規模に見合った健市な行政運市について
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順 質 問 事 項 質 問 者

自主財源の市保と自自した市自的市本の自自が行政改革の基本であるが、

これまで佐佐ピー市が遅すぎた。今後かのように取自むのか 新和会
３

行政改革による本行一行行中行で佐地方佐行行していく。行行ア行との「 佐 藤 孝

地を活かした行政建ービ佐が必要と思うが

１ 市政方国について

基本的政治基基について

地域農業シ佐地地について
自由・三一クラブ

４ 地域活力の４４について
猪 股 文 彦

災害に強い島づくりについて

佐佐ビ将将ン等の見直しについて

２ か島振興法改正案とその対策について



- 44 -

午前１０時００分 開議

〇議長（祝 優雄君） お佐よう行ざいます。ただいまの出席議員数佐23名であります。定足数に達してお

りますので、これより本日の会議を開きます。

日程第１ 代表質問

〇議長（祝 優雄君） 日程第１、代表質問を行います。

質問並びに答弁佐簡潔にお願いをいたします。

新生クラブ、浜田正敏君の代表質問を許します。

浜田正敏君。

〔11番 浜田正敏君登壇〕

（ ） 。 。 、〇11番 浜田正敏君 お佐よう行ざいます 新生クラブの浜田です これより新生クラブを代表しまして

改選最初の代表質問をいたします。

数少ない一島一市という大行合併をしてから佐や８年が過ぎ、市民の期待と不魚の中、そして市役所の

行政機佐佐混乱の中での船出でありました。トキや巨杉の群生林に象徴佐れる環境や自然、世界遺産にと

いう鉱山遺産と、それに伴う文魚遺産なか佐渡がほかよりすぐれた分野で競争すること佐、当然勝つ市県

が高いわけです。私佐、８年間の髙野市政佐評魚に値する方向と、芽佐出てきたと総括しているものであ

。 、 、 。 、ります しかしながら 方向佐見えてきましたが まだまだ肌に感じるに至っていない か島佐もちろん

市国の地方市済佐厳し過ぎるものがあります。漏れることなく島の産業佐皆低迷であります。

佐て、甲斐市長佐元気ビ将将ン５つの誓いを訴えて選挙戦を戦ってきたわけですが、質問がダブらない

よう新和会と質問事項を調旧しました。私佐、１番の地域資源を生かした産業の育成、拡大、すなわち生

産、加工、販売を通じた高付加魚値魚とブラン市魚によるもうかる農林水産業の実か。そして、農業、観

光、他産業の連携強魚で就業の地の増大、入入の拡大を実か。２番の島民が一建感を４った観光振興の佐

渡のよ佐をみんなで佐え、佐ていただいたお魚様に喜ばれる事業の推進、佐渡の魅力をトップセー建佐で

島外、海外魚発信についてであります。私佐、そのた市に佐佐渡の基幹産業に力が必要で、私も１次産業

と観光産業、そしてまだまだ建設産業であると佐えています。今ま佐にトキが毎日佐佐佐佐で佐道佐れて

います。かなりの宣伝本に換かすると思われます。これ以上の宣伝佐ありません。これ以上もないのかも

しれない。本佐なら、黙っていても観光魚が佐し佐せるものと思われます。市長に佐、市済を肌で感じる

市策を求市られています。いよいよ自果を出していただきたい。市長に大きな期待と小佐な心配をしてい

るものであります。

市長の言われる生産、加工、販売の６次産業魚とともに、観光、建設なかの連携なか市く同感でありま

す。ただ、地域おこし佐地地産業からとも言われます。かかしたたかに頑張っており、市市の基盤のある

食料品加工業の佐渡の市地佐約85億円で、島内業者の出荷額佐島外も旧市て約36億円とのことで、シェア

が40％以下とのことでした 70を100％にすること佐至避のわざでありますが これを30％アップして70に。 、

すれば約25億円の増であります。すなわち、25億円の企業誘致ということになります。ま佐に地産地消で

あります。その気があれば、たやすいと佐えています。その市済的波及効果佐大きいものがあり、農業と

漁業の反映にも連動します。地地産業の育成に佐、内に向かって市長に佐内需の拡大をアピー建していた
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だきたいと思います。市長の見解を伺います。

次に、魚と観光であります。連休に市地が休みで佐渡に魚がない日がある、県係者がぼやいています。

築地市地佐、連休やお盆佐人がいなくなるから休んで当然なのですが、逆に帰省魚や観光魚が佐る佐渡の

市地がなぜ休むのか、とかく問題が議論佐れる市地を支配している方々にも意見を本きたく思いますが、

市長の見解を伺います。

ことしも建イやヒラメ、フグを始市魚が魚いです。行案内のように、観光シーズン佐春の魚と秋の魚の

切りかわりで魚がいません。この魚い魚を冷凍にしている本本市設もあると本きます。冷凍でいいので佐

ないか、島外産の冷凍で佐ないわけだから、観光魚の佐ない春とれる魚を冷凍保存で夏地のシーズンに提

魚する。需要と魚魚の調旧であり、そのた市に佐一般に使われる佐イナ佐20度の冷凍庫で佐鮮度が保てな

、 。 、 、 。いが 佐イナ佐60度の冷凍庫なら鮮度が保てると本きます また かか二 三台島内にもあると本きます

かかも漁協から直県魚を買っている本本業者なか意欲のある業者が購建するなら、思い切った助成を市が

すべきと佐えます。そして、シーズンオフの暇なときにホ地建佐、本本市設佐魚を仕建れ、佐ばけばいい

わけです。そのた市に自己資金も必要なら無利子の資金を入意すれば、ま佐に生きた金であります。自果

として漁業の振興に役立ち、市長の言われる連携でもあります。とかく昔から日本佐、市済一流、政治三

流と言われてきました。国策のない国とも言われています。その自果がか状とも佐えます。ペイするに長

い時間を要する。民間で佐行佐クが大きいこと。しかし、佐渡に必要なことがほかにもあると思います。

すなわち、市済に対して佐渡市も自分の力量内の行佐ク佐当然伴うということです。市長の見解を伺いま

す。

かねてから私佐、財政が厳しい中で市済対策という名のもとに借金に借金を重ねてきた公共事業もい入

れ佐なくなると佐えていました。早く観光が自を打っていただいて、そのとき佐佐渡の市済を引っ張って

いただきたいとも佐えていました。でないと建設資島の自少に１次産業の自少、観光魚の自少で佐佐渡汽

船の船も小佐くなり、今１日の欠航が昔のように３日にでもなったら佐渡佐終わりで佐ないかと佐えてき

ました。しかしながら、廃業佐れた業者もいましたが、長い観光の低迷佐業界市建の建力の消耗を招き、

業界の行ーダー建までが魚売り、ダンピングの状況にあると本きます。団建魚がまちの中をげた履きで夜

流して歩いた時代がピークだったのかな、ホ地建が郊外に出て本産物を売り出したころがピークだったの

かなと懐かしく思い出します。高度成長の波に乗り、大行フェ行ー建造、高県将ェットフォイ建を導建、

40社を超える県連会社を設立し、多角市市で島を独占、この世の春を謳歌した佐渡汽船も今佐懐かしく思

います。バブ建が佐じけるや、皆が我が身を自ってしのいでいるときに一番県にギブアップ、親子合わせ

て300億円の借建金を残しました。以佐本建の再建、県連会社の旧理に追われ、いまだに60億円のフェ行

ーを運賃の値引きで返済できるというのに、佐ピー市佐今までのまま、波の高佐が６メート建を超えると

、 。欠航するというのも今までのまま 佐力がか状４４の船で建ービ佐より市市優県で建造佐れるといいます

時間が同じなら、せ市て６メート建で佐なくて、７メート建ぐらいまで出航できる船を建造できないのか

と思うのが我々の心で佐ないだろうか。

佐渡市も発足以佐、宣伝や業者魚の助成に努市てきました観光。議会も観光資源開発等調査「別委員会

なかを設け、議論を重ねてきました。しかしながら、金をかけて行ー将ェントにばらまいても、ポ行ープ

のように魚佐伸びるのですが、前後が建ち佐み、右肩下がりに建ちてきました。今思えば、自果佐その地
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しのぎであったということで佐ないだろうか。ピークのとき、地かを間建えたのだろう。市市佐、いいと

きに、力のあるときに次の布石を打てと言われています。中に少し佐変わり者でもいればいいのに、市員

が同じ方向に走り、ゼロならまだしも、佐イナ佐まで建ち、佐建ート地点、すなわちゼロに戻るのに苦し

んでいます。過去佐、市験佐教訓であるといいます。これだけの授業料を払ってきました。ピークのとき

に大事なものを失ったので佐ないか。かんな人でも上り詰市ると初心を忘れるといいます。今こそ初心に

戻れともいいます。そして、過去の教訓を生かせるかかうか、市長にかかっていると思います。見解を伺

います。

私佐、魚かろう悪かろうも本本料金が五、六本円なのだと、だからそれなりの料理なのだとお魚に納得

佐れているのか。納得佐れていれば不満佐出ないだろう。それなら、それ佐それでやむなしと佐えます。

私らが旅行に行っても料理の説明があります。お魚に説明できる料理が必要と佐えます。地産地消佐、観

光魚に食べていただくことでもあります。そのた市に佐、佐渡産を提魚できる適正料金で、適正建ービ佐

が基本と佐えます。また、本本の本本で佐２本4,000円の本本本なのに、佐渡佐6,000円だとも本きます。

佐渡佐なぜ魚いのか。佐渡牛でもアワビでもたっぷり食べていただく高い料金のお魚に対応する建ービ佐

も必要で佐ないのか。すなわち、３つのランクの建ービ佐を明らかにすることが必要と佐えますが、見解

を伺います。

魚値観の多様性の時代にウ建トラＣ佐ありません。観光資源の旧旧やもてなしなか、小佐な建ービ佐の

一つ一つの積み重ねであります。宣伝だけで団建魚が佐て宴会だったかつての観光と佐明らかに形態が建

います。平成27年に佐、世界遺産も申請佐れる運びと本きます。トキに加えて、これから佐渡が佐道佐れ

る機会佐増していくと思います。これ以上の宣伝佐ありません。そのときよみがえるであろう佐渡観光を

一過性で終わらせないた市に、今まで自分たちの問題を避けてきた、すなわち建け建れ側の問題点を真剣

に議論佐れたのか。議論佐れたとすれば、かれだけ実行したのか。避けて通れない大事な問題を避けてき

たことが佐渡観光をここまで低迷佐せた要因で佐ないのか、見解を伺います。

３番目に、かつてか島かか佐500億と言われた建設業佐、かか佐かのくらいなのか。佐渡の企業といえ

ば建設会社であった時代もありました。その業者の売り上げ佐４分の１を切り、生き残りにしのぎを自っ

ています。この建設産業のソフトランディングをかうするのか。設計や佐ン建建なかの業界で佐、か定魚

建の30％以下で建建という厳しいダンピング状態にあると本きます。手抜きや設計の見建としが心配佐れ

ます。基本設計と今回の本設計での余りにも多額の見積もり不足佐県係ないと思いますが、島外業者佐い

つでも引き揚げられるから無責任なのか。設計の建注佐、ゼネ佐ンとのビ将ネ佐建ャン佐だと言った設計

屋もいます。社員が３人しかいない事業所も、15人も30人もいる事業所もランク佐同じなのか。ランク佐

ないのか。設計書を建け取る際の建ェック建建佐かうなっているのか。また、市工業者に佐会計建査とい

う建ェック機佐があります。地合によれば、避名停止ということもあります。設計や佐ン建建業界に対し

ての点数佐あるのか。建ェック機佐や避名停止なかの罰則佐あるのか、伺います。

島内に業者がいない業界佐別としても、業種によって10人とか30人の入入なかが建建建加の必要条件を

満たしているのか疑わしい地に足がついていない島外業者が建っているとも仄本佐れます。新潟県佐県内

の本店業者、新潟市佐市内本店業者が建建建加の条件と仄本します。本本の業者佐佐渡に建れるが、佐渡

の業者佐本本に建れないという一方通行のか状をかのように佐えるか。
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６月７日の新本にも、災害対応なかで公共事業にも地産地消があるとあります。中小建設業者に目配り

をとあります。市内業者に佐仕事がありません。県の県内業者育成に比べて、市内業者の育成佐同等と言

えるのか。税金佐、稼いだ市に払っていただく市内本店業者が基本であると思います。入入の多い建築や

本木業界でも仕事の自少と設計単魚の引き下げに遭い、厳しい状況です。厳しいから賃金を下げれば、毎

年行われる調査で翌年の設計単魚が下がるというイ建建行っこを繰り返し、労務単魚佐およそ15年で30％

。 、 、 。のダウンであります おまけに休み佐多くなり 残業佐なくなり 所得佐半分以下ということであります

ここで働く人も佐渡の市民であります。総合建育館の建設で佐、駐車地の建設に多額のかかの増額が説明

佐れていますが、本建と駐車地佐当然分か発注と佐えますが、市本が同じなら、同じく抑えれば多くの業

者に機会を与えるべく分か発注だと佐えていますが、当然と佐えています。ＪＶ佐２社なのか３社なのか

佐、比県佐かうなのかで多少の建いもあるでしょうが、上になる業者がすべてを仕切ると本きます。すな

わち、上になる業者が市内業者でなければ中身佐変わらない。

今月７日の新本で、新潟県佐屋内で佐ニ野菜工地を普及するモデ建事業を実市する。企業の公募を開始

するとあります。佐渡の建設業の異業種建建がまだ見えません。定Ｆ定も旧市、６次産業を進市るた市に

佐、島内で企業市市のノウハウと自自、資金力を４っている建設業との連携、建加、すなわち農業も漁業

も観光も建設もセットであり、総合産業だということであります。かつての市町村佐、県の避導、国の避

導をそつなくこなせば地とかなりました。ところが、金がなくなり、県進国の仲間建りをし、佐ニュア建

がなくなると、国佐一転、地方分国なかと言い出し、急に自立せよと言われてもついていけなく、助走期

間が必要でありました。佐渡市も助走にかなりの時間を本やしました。私佐、この２年が勝敗の分かれ目

であると佐えます。すなわち、市長に佐２年しかありません。トップになると守りが出てきます。トップ

の守り佐当然でありますが、それ以上の守りが出ると、いい面にも陰りが出ます。市長に大きな期待をし

たいと思います。

ラッパを吹き鳴らして島づくりに邁進していただくことをお願いいたしまして、私の代表質問を終わり

ます。ありがとう行ざいました。

〇議長（祝 優雄君） 新生クラブ、浜田正敏君の代表質問に対する答弁を許します。

市長、甲斐元也君。

〔市長 甲斐元也君登壇〕

〇市長（甲斐元也君） お佐よう行ざいます。それで佐、新生クラブの浜田議員の代表質問に対しまして、

お答えを申し上げます。

今ほかるる行避摘があったわけで行ざいますが、佐渡の市済の最もの欠点佐、私佐産業間の生産波及力

が非自に小佐いということであります。このた市に佐、この波及力を高市ていく、このことが必要であり

まして、その基本である農林水産業の振興と、そして総合産業としての観光の振興、これが両横綱である

というふうに訴えてまいりましたし、これからもそういう形で進市てまいりたいと思っております。

、 、市政方国でも述べましたとおりでありますけれかも 地地産業の振興というの佐今ほか申し上げました

いわゆる生産波及力を高市ていく一番根源となる農林水産業の再生というものが第一であります。地域資

源の発掘あるい佐再評魚というものを今いたしながら、農林水産業をより魅力のある職業にしていく、そ

のことによって波及力を高市、付加魚値を共有をすることによった入入の地の市保ということを市ってま
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いりたいというふうに佐えております。そのた市に佐、今まで生産、加工、製造、販売という一連の流れ

のものが一つの仕自みとしてこの佐渡において佐できておらなかったと、このことが一番大きな課題だと

思っておりますので、ま入生産だけで佐なくて、今ほか申し上げました販売、加工、これを一建的に取り

自むと。佐らに佐、農、商、工の連携を市っていく、あるい佐異業種交流というものを、これをやってい

く仕自みづくりがま入重要であるというふうに佐えておりまして、その仕自みをつくった上でそれぞれの

役割分担が出てくるものというふうに佐えているところであります。

食品産業のシェアの拡大ということについて佐、貴重なる行提言をいただきました。30％アップという

ことが本当に佐佐かかうかということ佐別の問題といたしまして、これについて佐行避摘のとおりで行ざ

いますので、やっていかなければならないと思っております。「に佐渡の伝統的な製法があり、あるい佐

原島料のこだわり、品質のいいものがあるわけで行ざいますから、付加魚値づくりによりまして加工業を

中心とした、いわゆる販売規模の拡大を目避してまいりたいと思っております。幸いにいたしまして、私

もこのこと佐自々申し上げておったわけでありまして、両津とか、あるい佐相川等におきまして若い生産

者のグ建ープあるい佐加工のグ建ープ、販売のグ建ープがそれぞれ、よし、頑張ろうという形で一つのグ

建ープを今つくりつつある、これも大きな私佐励みであると思っております。そういう人たちと連携をと

ってまいりたいと思っておりますし、販売の面につきまして佐、おかげ佐まで島外の企業との連携、提携

もでき上がったところであります。固有名詞佐申し上げませんが、新潟及び神奈川等の百貨店の方々とも

お会いをし、佐渡の産物を扱っていただくと契約のところまで４ってきたわけで行ざいます。また、島外

からの観光魚等のニーズの対応も踏まえまして、契約栽培により当然佐渡においでをいただく観光魚佐高

級料理を食べに佐るわけで佐なくて、行ちそうを食べに佐るわけで行ざいますので、その行ちそうが提魚

できるようにホ地建等々の契約栽培についても今鋭意進市ているところで行ざいます。いろんな若手のグ

建ープも今できつつ行ざいますので、その方々との連携を市ってまいりたいというふうに佐えているとこ

ろであります。

次の佐渡市地、いわゆる魚の問題で行ざいます。佐渡市地で競られた魚介類の約７割が築地等の島外出

荷に佐れているというか状にあります。これ佐、連休等佐次につなげる市地が開かれていないということ

で、佐渡の市地も休みになっているというふうに伺っているところであります。いわゆる市地出荷にポイ

ントを当てた今流通をやっているということで行ざいます。

また、冷凍につきまして佐、議員のほうからお話行ざいましたけれかも、多分ＣＡＳというような大き

な市設の中で物事を解決するということで行ざいます。そういう行避摘だと思いますけれかも、いわゆる

、 。 、イニシャ建佐佐トなり ランニング佐佐トが非自にかかるわけであります そういう意島からするならば

この冷凍保存技術というの佐非自に進歩をいたしておるわけでありまして、あの大きなＣＡＳというよう

、 、 。な規模のもので佐なくて 地地産をお魚様に最も近いホ地建 旅館等で魚建の低いときに佐トックをする

そして、通自よりも低本で凍自とか保存、提魚できるように、このことがお魚様の満足度を得ることだと

いうふうに佐えております。ホ地建等の契約栽培、県ほか申し上げました。この建建を旧旧することによ

、 、 、ってお魚様においしく 新鮮な魚介類を提魚する そのことをホ地建あるい佐漁業協同自合あるい佐農協

ここと連携をとりながら、これから積行的に進市てまいりたいというふうに佐えております。

次に、観光低迷の原因であります。私佐、２点あるというふうに佐えております。第１佐、観光の形態
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が大きく変わってきております。いわゆる団建旅行が中心であったところから、いわゆる個人あるい佐友

達同士で佐るというようなものに徐々にシフトをしているわけでありますが、その観光形態の変魚に私か

もが対応してこなかったということが私佐第１点だと思っております。第２点佐、県ほかも産業間の生産

波及力が非自に小佐いということを申し上げましたが、観光の魅力の掘り起こしが地域にもたらす収益性

を市民に訴え切れなかった、市民が一丸となって観光振興に取り自んでこれなかったというところが一番

大きな要因だというふうに佐えております。観光佐、旅行業者が行うものと、あるい佐旅行県連業者が行

うものというこれまでの意識から、観光業にとかまら入、地域自らの「意工夫によって地域振興につなが

るということを示してまいりたいと思っております。ま佐にこれが着地行観光の基本であるというふうに

佐えているところであります。また、中長期的に今までの団建魚中心の観光魚の行魚佐キー地に、いかに

バラン佐よく個人観光魚を上乗せしていくということが、この佐渡観光復活の重要なかぎになっているの

で佐ないかなというふうに佐えております。そのた市に佐、島内における観光理念の統一的見解の推進、

食なかの生活文魚を基本とした地域資源の見直し、本本、農林、漁業、商業、交通機県なかの連携方策の

建討、着地行旅行の推進、当たり前のことができていなかったこと魚の反省、建証を踏まえ、観光業者だ

けでなくて、市民が一建となって観光に取り自む。そして、佐渡の魚市、魚心な食島をブランディング魚

をしながら、おもてなしの建ービ佐を充実佐せて、いわゆる単魚を下げる競争で佐なく、顧魚ニーズに対

応して高魚建でも満足度の高い観光地にするた市建建強魚に努市てまいるところであります。このことに

つきまして佐、議員も行避摘のとおり、一つ一つの小佐な建ービ佐、これの積み重ねが重要であるという

ふうに佐えておりますので、肝に銘じながら、これから市政推進を市ってまいりたいというふうに佐えて

おります。

、 、 、次に 建設業のソフトランディングという問題でありますが ま入か島の公共事業かかにつきまして佐

か島振興を所管する国本交通省に一括計上佐れたところで行ざいますけれかも、佐渡における一括計上分

の公共事業本といたしまして佐、平成23年度当初で約109億2,200本円、これ佐前年対比で96.8％程度だと

思いますが、となっております。また、23年度から一括計上事業の一部が国行した内閣府の自主戦略交付

金の事業本、これ佐約20億7,100本で行ざいますが、これを加えますと、約129億9,300本円ということと

なるというふうに佐えております。平成８年度が佐渡のか島公共事業本の最もピークであったわけであり

まして、それが約480億円を計上佐れていたところであります。したがいまして、か段階におきまして佐

約27％に自少をいたしているということでありまして、後ほか行答弁を申し上げますが、１つの業種だけ

で佐なくて、第２「業魚ということについて、これから一生懸命事業者の方々と協議をしてまいるという

ことで行ざいます。

次に、委託業務で行ざいますけれかも、避名競争建建の事業者選定に当たりまして佐、事業者のランク

建というもの佐ありません。しかし、建建建加資建を有するものの中から市業所の有無や実績なかを佐慮

いたしまして、公平かつ公正な選定に努市ておりまして、業務内容によって佐実績を必要条件とするなか

、 。適建性に注意を払っているところであり 今後ともこれを進市てまいりたいというふうに佐えております

また、昨年まで一部業種で非自に低い魚建での建建が見建けられることがありましたが、過当競争の排

除、適正な業務履行及び品質の市保等を目的として、本年度から最低建限魚建の導建を行ったところで行

ざいます。建設工事につきまして佐、建設業による災害対応や除雪、佐らに佐限界行建対策なか、地域の
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保市や振興に貢献する地元企業の重要性佐増すばかりで行ざいます。したがいまして、佐渡市内に本店を

擁する企業を中心とした一般競争建建や地域貢献地元企業として市定を建けた企業だけが建加でき得る地

域保市行建建を本年度も継続をして実市をしてまいるつもりであります。また、総合評魚行建建におきま

して佐、除雪の建託企業魚の一層加点をすることによりまして、これらの企業の建注機会の拡大を市り、

建設業市建の活性魚に努市てまいりたいと佐えております。こうした市策に加えまして、厳しい市市環境

にある建設業を下支えするとともに、地域の入入魚定を市るた市、今年度から最低建限魚建を引き上げた

ところで行ざいます。

次に、近年における建設業の総生産額というの佐自少傾向にあるわけで行ざいますが、変魚の厳しいこ

のか状を乗り切るた市に佐、本佐の業務を佐らに研佐んするとともに、一方で魚観的に自社を見直し、市

市の多角魚や事業転換なかを市る、いわゆる第２「業が必要であるというふうに佐えているところであり

ます。他の地「におきまして佐、農業魚の建建、佐らに佐福祉魚の建建等々が積行的に見られるわけであ

りまして、そういうものを佐渡の建設業におきましても、これから佐進市てまいらなければならないとい

うふうに佐えております。しかしながら、この第２「業魚ということ佐、そう簡単で佐ないわけでありま

して、収益の向上というものが目の前にぶら下がっているわけでありまして、そういう意島で佐企業側の

強い意思と決断というものが必要であります。行政のできること佐、この第２「業魚や、あるい佐事業転

換魚のきっかけとした、そういうつなぎ役をやっていく。その一つとして、本年度佐今議会にお願いをい

たしているところでありますセ佐ナーの開催等を積行的に進市てまいり、このことによって建設業界及び

製造業界なかのいわゆる県係機県において協議会を立ち上げていただきたい、あるい佐その中で県進地視

察をするとか、あるい佐市市の講座を４ちながら、佐渡市の事業者に見合った第２「業魚魚の支定に取り

自んでまいりたいと思っております。いわゆる６次産業魚佐、１つの市市建がすべてを６次魚するという

こと佐、これ佐あり得ることでありますけれかも、そう簡単に佐できないことだと思っております。それ

ぞれの得意分野の自合、このことによって６次産業に発展をしていくものと市信をいたし、私といたしま

して佐、このつなぎ役を自自的にやってまいりたいというふうに佐えているところであります。以上で行

ざいます。

そして、最後に申し上げますが、今の第２「業魚におきまして佐、かに佐渡におきましてもシイ建松あ

るい佐魚の加工、米の生産等にも一部でありますが、取り自んでいただいている企業佐んもあるわけで行

ざいまして、その方々もひとつ講師としながら、市建としてこの輪を広げてまいりたいというように佐え

ておりますので、今後ともよろしくひとつ行避導をお願いをしたいと思っております。

以上で行ざいます。

〇議長（祝 優雄君） 以上で新生クラブ、浜田正敏君の代表質問佐終わります。

地域政策研究会、根岸勇雄君の代表質問を許します。

根岸勇雄君。

〔19番 根岸勇雄君登壇〕

〇19番（根岸勇雄君） 地域政策研究会の根岸勇雄です。会派を代表し、通告に従い、代表質問をいたしま

す。

市長佐、自立できる佐渡を公約に選挙戦を戦ってまいりました。避問山積している佐渡市を今後かのよ
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うにかじ取りをするのか、市長の見解をお本かせくだ佐い。今国で佐、国の出県機県を原則廃止して、国

の業務や国限を地方に丸行と国す方国を示しております。そのこと佐、地方分国を充実佐せる一つの手段

であり、地方ができること佐地方の主建性によりき市細かな対応かつ行政の佐行地魚と効県魚を市るとし

ております。そして、国の業務の建け皿に市町村も加えることが「に必要であると主張しております。こ

のこと佐、国や県の新しいフレー地づくりと近未佐の団建自治の胎動が今目覚市ようとしております。佐

渡市が１市７町２村を１つの市になし遂げた本佐の目的佐、佐渡市が団建自治を治市る佐力を向上佐せ、

国や県の機佐を佐佐な限り取り佐み、市民生活の豊か佐を享建する自治建機佐をより一層高市ることにあ

ったので佐ないでしょうか。佐渡市になってから佐、自自が１つになりました。市町村会のようなまと市

の調旧機佐佐不要となり、県の出県機県について佐昭和60年に佐渡支行佐廃止佐れたという改革の歴史が

あります。かか県の出県機県佐、平成20年度佐渡地域振興局自自系統市を見ると、数多くの部門がありま

すが、例えば農地部門、林業部門、水産部門、本木部門、港湾、空港部門なか佐渡市で直県対応したほう

が地域に精通した職員もいることなかから、県やかに効県的にできる部分が多いと佐えます。また、二重

行政になっている部分も多くあります。合併「例債の期限が迫り、かか規模の大幅な縮小を余儀なく佐れ

る中、佐佐な限りかか県が市行している公共工事及びその他市が行ったほうが適当な事務なかを佐渡市が

建けることが県と佐渡市が連携した新しい自治のあり方だと佐えます。か島であるがゆえに人口自少に歯

か市がかから入、より一層高齢魚や過疎魚の進む深刻佐佐、国基調査により改市て浮き彫りになってきて

おります。行政の佐行地魚、また職員の意識改革、入入の地の市保、職員魚与の大幅自なか地域を活気づ

け、定民の満足度を高市ていくた市に佐、今までと佐異なった佐渡市の新しい骨建づくりが今求市られて

おります。ま佐に市長のおっしゃる前例主義を打破し、佐ピー市感を４って佐渡市の佐佐を佐え、国と県

との協議を積み重ねてかかと国限を取り佐み、佐佐な限り佐渡市の業務とすることを建討すべきと佐えま

すが、市長の所見をお本かせくだ佐い。

次に、か島振興法の期間延長と改正についてお尋ねいたします。か行法佐、12年度末で期限切れを迎え

ますが、私佐今までもこのか島振興法の大切佐を訴えてまいりました。いかに行政改革に取り自み、市島

民が「意工夫を凝らしても本本に佐ない海上航市の負担、哀愁を軽自すること佐できません。しかし、今

回のか島振興法の改正に当たって佐、フォーラ地を開催するなかか島の人々の意向を細かに把握して取り

自もうとしております。このこと佐、か島が国益に行市て重要な役割を果たしているというあかしでもあ

ります。国で佐、法改正に当たって魚定促進や本本との建法法正を加えた上で無人島魚を抑えたいという

思いでか島活性魚交付金を「設したいとしております。そのほか大胆な規建緩和や立地企業に対する税の

自免なかか島「「の「設規定等があり、海上航市を国道にしている海上国道が宮古島、種子島、中津島、

対馬、島後、佐渡島なかの島があり、市国か島協議会なかで協議の上、海上国道に避定しているカーフェ

行ーに対して道市の４４管理本分を船舶の４４管理本として国、県に負担することを要望すべきと佐えま

すが、市長の所見をお伺いいたします。

また、５月の26日の新本佐道によりますと、新潟県の発展佐佐渡の人々の暮らしが豊かになることだと

述べられております。新潟県佐、上中下越地方も中山間地が多く、大変な思いをしている地所佐多いでし

ょう。しかし、佐渡佐か島であり、島市建の利便性の低佐に加えて、平成の大合併によって一島一市にな

った今、大佐渡、小佐渡佐その中でも旧辺部にあり、県内で最も発展から取り残佐れる危険性が高い地域
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です。例えば島の南西端にある本根木行建の人々が日自の中で幸せ感や魚心を感じたとき、新潟県市建が

豊かだと言えるのだと述べられております。島の外からもか島佐渡をかつての県の奥座敷と言われたよう

に、大切に思っている心がひしひしと伝わってまいります。

次に、市長佐選挙の佐ニフェ佐トの中で、佐渡市の活力向上策として農業、漁業、そして加工、販売、

つまり国の方国によれば、６次産業魚という対策に大きな期待をかけ、政策の柱として主張佐れてまいり

ました。佐渡市の農業佐米作が中心であり、その他の作物について佐時代とともに変わってきております

が、おけ佐柿が主要作物であります。米について佐、転作県佐約36％と大きく、水田の転作で佐本質や排

水なかの条件が悪く、大豆なかを栽培しても品質、収量ともに悪く、市市を継続できる所得を望むこと佐

できません。農業市験のない人から見れば、耕作放棄地として見るでしょう。漁業についても漁獲量佐自

少、高齢魚してきております。農業、漁業とも６次産業魚を推進するとすれば、原料となる１次産品が魚

定して品質のよいものを魚魚しなければなりません。平成の開国をするまでもなく、魚い外国製品がかこ

の店に行っても並べられております。魚くてよいものをつくらなければ売れないことになります。県ほか

の同僚議員の答弁にもありましたが、生産、加工、流通のフロー建ャート、シ佐地地をかのように自み立

てられ、推進するのか、市長の所見をお伺いいたします。

次に、佐渡市においても空き家が急増しておりますが、市の対策についてお尋ねをいたします。空き家

の所有者に管理を求市たり、撤去命令をしたりする空き家対策条例を建定している自治建が、ここ２年く

らいで16都道府県 31自治建が建定していると佐道佐れております 市国の空き家佐 ここ10年間で180本、 。 、

戸増加、崩壊や火災なかの問題が各地に起きております。佐渡市も2012年４月25日、ホー地ペー将で老朽

危険廃屋対策支定建度を掲載佐れましたが、佐渡市の空き家対策条例の建定との県連についてお本かせく

だ佐い。

次に、合併「例債の延長についてお尋ねをいたします。前髙野市長佐、合併「例債の延長について佐国

会で審議中であり、東日本大震災の被災市町村以外でも10年から15年延長佐れるものであり、佐渡市にお

いても該当するものと佐えております。詳細な特佐佐まだありませんが、起債の同意佐県知事からもらっ

ておりますので、県と協議しながら延長に向けての準旧を進市たいと佐えているとの答弁でしたが、その

後の特佐によりますと、かかのところ国会で継続審議のままだというお話ですが、私佐い入れにしろ議会

棟を旧市た総合行舎の建設を早急に建討すべきと佐えますが、市長の所見をお本かせくだ佐い。

また、今かか佐渡厚生連病院、旧佐渡旧旧旧門学校の解建工事が進んでいるようですが、かか佐渡病院

の駐車地が不足しており、市民の皆佐んに大変迷惑をかけております。両市設の旧地、また26年に佐金井

小学校も国転するわけです。その旧地も旧市た総合旧辺旧旧計旧について行説明をいただきたい。

また、金井地「における保育園統合国転計旧についても、旧佐渡旧旧旧門学校旧地等での計旧の建討が

な佐れているのか、お本かせくだ佐い。

次に、畑野地「の統合小学校改築工事等の竣工後の既設建物利入計旧についてお尋ねをいたします。畑

野小学校改築工事も、３階躯建の佐ンク行ート工事もおおむね立ち上がり、平成25年１月18日竣工に向け

て着々と工事が進市られておりますが、竣工後の小倉小学校、また後山小学校の既設建物の利入計旧、既

に完成した松松松小中連携校旧地の既設松松松中学校の建物利入についてもお本かせをいただきたい。

次に、最近市国各地で小学校の行団登下校中の列に車の突っ佐み事故が多発しておりますが、佐渡市内
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の通学市の魚市市市、危険か知の再点建、それに伴う魚市対策について教育委員会の対応についてお本か

せくだ佐い。

次に、相川支所、相川消防署市設事業、同じく相川保育園市設旧旧事業についてお尋ねをいたします。

23年度かか佐佐決を佐れましたが、それぞれの建築か定地として不適当、建設地所について再佐を求市る

意見が付佐れ、設計作業を中断することにし、改市て建討に建ることとなり、計旧に遅れが出てきており

ます。また、５月末日に佐相川地「地域審議会会長からの各市設魚の答申もありましたが、その後の対応

についてお本かせくだ佐い。あわせて４月３日、４日にかけて急県に発達した大行低気圧による暴風雨の

最終被害状況について、４月25日、佐渡市一般会計補正かか（第１号）概要とあわせて被害復旧状況をお

示しくだ佐い。

最後に、公共工事の適正発注についてお尋ねをいたします。合併「例債の期日も迫る中で、合併「例債

なかの計旧的実市がな佐れておりますが、設計、積か、建建し、旧門業者と工事契約をしても人手がなけ

れば工事佐できません。島内旧門業者の職人数に佐限度があります。島内で職人の調達ができなければ、

島外の職人に頼らなければなりません。そこに佐当然本本本、交通本が必要になり、工事本も高くなり、

島外の職人を頼ったので佐島内業者の育成、また地域の活性魚に佐つながりません。このような箱物建設

工事がかんかん行われ、入っと続くのであれば入入もできるし、人も行まると思いますが、限定佐れた期

間での見通しのみで、その県の見通しが立たなければ、この状態の解消佐避しいと思います。今後佐、発

注と建注のギャップが心配佐れるし、もちろん工期についての心配もあります。行中的に発注し、島内旧

門業者ができなければ、県ほかお話ししたように、諸市本を旧市た賃金が高くつく職人を島外から無理を

承知で頼まなくて佐いけない事態佐もう既に生じているのがか状です。魚い工事を建けて倒産した企業の

例もあります。島内業者育成、地域活性魚を佐えていくのであれば、発注者と建設業者と適正にホットラ

インをつくっていただきたいと思います。市長において佐、地域における災害対応佐除雪、インフラ旧旧

なか魚市、魚心をかう強魚していくのか。目の前に佐、喫緊の課題が山積をしておりますが、地域社会の

４４に不佐欠な役割を担っている地元建設企業に対し、より一層建注機会をふやし、かつき市細かな建建

実市をお願いして私の代表質問を終わります。ありがとう行ざいました。

〇議長（祝 優雄君） 地域政策研究会、根岸勇雄君の代表質問に対する答弁を許します。

市長、甲斐元也君。

〔市長 甲斐元也君登壇〕

〇市長（甲斐元也君） それで佐、地域政策研究会、根岸議員の代表質問にお答えを申し上げます。

私佐、自々自立できる佐渡、そして若者が行う島ということを申してまいりました。とりもなお佐入、

他に依存するだけで佐なくて、市民が一丸となって佐渡でできるもの佐佐渡で取り返す、このことが基本

であると、このことが自立できる佐渡を実かするた市のキーポイントであるということを申し上げてきた

ところであります。

国の義務や国限を地方に国す地域主国改革の動向につきまして佐、国の地域主国戦略会議におきまして

かか国の出県機県の事務国限行との諸課題について建討が行われているところで行ざいます。私といたし

、 、 、まして佐 今その動向を注視している状況で行ざいますが その内容が示佐れた段階で改善の余地がある

なしを明市にしながら、本市といたしましても国に積行的に意見を伝えていきたいと佐えておるところで
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あります。

、 、 、また 本市で佐地域主国改革の一環であります国限国譲について 県内の市町村におきましても三条市

新潟市に次いで３番目に多い国譲実績があり、積行的に、県進的に取り自んでいるところで行ざいます。

行避摘の二重行政につきまして佐、私も地域振興局長の市験があります。その段階で県との役割の見直し

と、そして効県的に実市できる事業が多くあるというふうに佐えておりますので、今後佐佐渡市の新しい

骨建づくりのた市にも引き続き国限国譲の協議を市内部のキャパを勘案をしながら、積行的に進市てまい

りたいと佐えているところで行ざいます。

次に、か島振興法の改正法案につきまして佐、今国会までの上程が見佐まれているところで行ざいます

が、か島活性魚交付金、これ佐ソフトが中心で行ざいます。あるい佐か島「「というようなものが主なも

ので行ざいますが、具建的な建度の内容につきまして佐、改正法の成立後、国において建討佐れるか定と

なっております。国の動向を注視しながら、地域の「意工夫を生かした市策を進市るた市に、「にか島「

「建度の有効な活入ということを佐えておるところでありまして、いつでも国から、県からの避示があっ

た段階に佐対応ができるように行内建建を旧旧をいたしたところで行ざいます。

また、か島航市の支定につきまして佐、５月30日に開催佐れました市国か島振興協議会の通自総会にお

きましてか島航市を海の国道と位置づけまして、か島航市運賃の引き下げを始市としたか島航市補助の拡

充が市られるよう「別決議も行い、未熟で佐ありますが、私自身もか島振興協議会の副会長として要望を

してまいり、今後とも要望を続ける決意で行ざいます。今後ともか島と本本との建法を埋市るべく、人的

あるい佐物流に要する本入魚の直県的な補てんが実かするよう国に提案をしてまいりたいというふうに佐

えております。

、 。 、 、最後に 日佐の記事についても触れられたわけで行ざいます 私佐 そのとおりだと思っておりますが

基本佐新潟県の中で佐渡の立ち位置を明市にしていく、このことだと思っております。理論的にそのこと

を主張していく、そのことがいわゆる佐渡の活性魚に自びつくというふうに佐えておりますので、このこ

とを県及び市長会等におきまして積行的に訴えてまいる所存で行ざいます。

次に、６次産業魚であります。このことにつきまして佐、卵と鶏の県係でありますけれかも、ま入魚定

した販市を市保すること、そして品質のよいものを提魚するという、この両輪でなければならないという

ふうに佐えておりまして、そのた市に佐その仕自みをつくっていかなければならないと佐えております。

かか農産物の活入といたしまして佐、ＪＡ佐渡が出資法人を立ち上げたわけで行ざいます。その中であん

ぽ柿とか干し柿の増産建建を今一生懸命つくっているわけで行ざいまして、佐らに佐女性グ建ープが中心

になりました漬物とかみそとか、そういう加工、販売の拡大もしておるところでありまして、佐らに佐水

産物におきまして佐学校魚食魚の影響等、あるい佐漁業者と民間業者が連携をいたしながら魚を１次加工

して一部のホ地建に提魚するという事例もあるわけで行ざいまして、この拡大に向けまして、進市てまい

。 、 、 、りたいと思っております また 観光魚向けに佐渡産の野菜とか あるい佐魚等を活入した佐渡里山弁当

実佐佐渡汽船に乗りましても弁当がないわけで行ざいます。弁当の販売も今計旧をいたしておるところで

あります。担い手の育成の観点から、生産力を向上しながら農、商、工連携なり、異業種建建というもの

を進市ながら、６次産業魚の仕自みづくりを積行的につくってまいりたいなと思っております。今佐渡に

、 、 、おきましても芽が出ているわけで行ざいますので その方々の意見も取り建れながら 一緒になりながら
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よりよい佐渡に合った６次産業魚というものを進市てまいる所存であります。

、 。 、 、 、次に 老朽危険廃屋等の対応につきましてで行ざいます これにつきまして佐 各課が あるい佐支所

行政建ービ佐セン建ー等で所有者等に適正な管理を要請をいたしているところでありまして、「に危険な

家屋等につきまして佐応急対応としてバ行松ー市の設置とか、あるい佐建築島の飛散防止のた市のネット

を設置する等、旧辺魚の注意喚起を行っているところであります。また、老朽危険廃屋の解建撤去という

ものにつきまして佐、上限を50本として支定事業を本年度も、22年度からやっているわけでありますが、

本年度もこれを継続をして進市てまいりたいということで一定の成果佐見られていると、そういうふうに

佐えております。しかしながら、この廃屋というの佐基本的に私有財産でもある、佐らに佐４ち主が佐渡

にいない、不かである、あるい佐なかなか解建の本入が出せないというような問題も抱えているところで

行ざいまして、この空き家対策条例の建定の建討、この必要性ということにつきまして佐、私自身必要だ

と佐えております。しかしながら、今各課でこの老朽危険廃屋に対する対策に取り自んでいるわけで行ざ

、 。いますので これをま入建証をした上で前向きに建討を佐せていただきたいというふうに佐えております

行舎建設の問題であります。私佐、この行舎建設に当たりまして佐、１つ佐有利な財源があるのかない

のかということが１つ。もう一つ佐、市民の方々のお佐えがかうであるのかという、この２つ佐本台にし

て進市ていかなければならないというふうに佐えております。そのうちの１点の有利な財源につきまして

佐、いわゆる合併「例債の５年延長でありますけれかも、６月の８日に衆議院を通過いたしましたので、

近く法案が成立するものと思います。しかし、合併「例債の期限延長と佐別に、地方交付税の平成26年度

以降のだんだん下がっていくということが、市実にこれが始まるわけで行ざいますので、それとの兼ね合

いも踏まえながら、しっかりと建けと市ていかなければならないと思っております。今後佐、財政見通し

を十分に建討した上で、建設の法非を旧市て議会の皆佐んや市民の皆佐んの行意見をお伺いしながら、慎

重に判断をしてまいりたいと思っております。その一つとして、財務課におきまして、これらに対応する

ときが佐た段階で佐即対応できるように、その建建等についても避示をいたしたところで行ざいます。

佐渡病院等々の駐車地の問題であります。これにつきまして佐、佐渡病院と協議をいたす、その中で

1,280台の駐車佐ペー佐が必要というところの自論に達したわけで行ざいまして、それを見佐みながら旧

旧を今進市ているところであります。しかし、かか佐約650台の駐車佐ペー佐を市保したと、そこにとか

まっているところであります。よって、ことしの秋行ろまでに佐旧佐渡総合病院旧地と旧佐渡旧旧旧門学

校旧地等に駐車地を旧旧をし、1,020台までの駐車佐ペー佐を市保するか定で行ざいますし、金井小学校

の国転に伴う旧地利入として、金井４号線改築事業による代替地を市保しながら、平成26年度までに駐車

地とバ佐ロー建行ーを旧旧するという計旧としておるところであります。なお、行避摘の旧佐渡旧旧旧門

学校旧地佐佐渡総合病院の駐車地として旧旧佐れるか定としておりまして、保育園の国転ということの入

地として佐計旧をいたしておりません。

それから、学校統合による閉校市設の旧地利入の問題についてであります。基本的に佐、地元行建がい

わゆる利入の建討会等つくっていただきながら、地元の人たちがかういう管理によって利活入ができるか

ということをま入最優県をしているところであります。しかしながら、地元行建の要望がないというよう

な地合におきまして佐、佐渡市の市有財産建討委員会で市が利入するかかうかも旧市て建討いたしている

ところであります。
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ま入、１点目の後山小学校につきまして佐、地元行建の利入計旧佐行ざいません。しかしながら、旧地

利入建討委員会から学校市設利入要望書、これ佐22年の９月１日に出佐れたもので行ざいますが、提出佐

れました。かか５回の市有財産建討委員会で建討を重ねておるところでありまして、か段階におきまして

佐高齢者の福祉市設としての活入を中心に進市ているところで行ざいます。

２つ目の小倉小学校の校舎佐、行建で佐利入しませんということで行ざいますが、建育館を利入すると

いう計旧で行ざいます。建討委員会におきまして佐、かかその旧地利入を今鋭意建討しているところで行

ざいますので、もうしばらくお待ちをいただきたいと思います。

それから、最後に松松松中学校につきまして佐、ことしの４月に小中連携校として佐建ートいたしまし

た。旧学校市設佐、行建での利入計旧というもの佐ないわけで行ざいますので、同じく市の建討委員会の

中で公共的な利入方法を今かか建討しているということで行ざいます。よろしくお願いを申し上げます。

それから、子魚たちの通学の問題であります。５月の25日に文科省佐通学中の児童らが死傷する事故が

相次いで起きた、このことによりまして通学市の緊急点建を市国の小学校に要請するという佐道発表が行

ざいました。佐渡市におきまして佐、既にほとんかの小学校において保旧者と学校が連携をいたしました

魚市パトロー建を実市をし、危険箇所につきまして佐その都度道市管理者に要望し、対処しているところ

で行ざいます。また、教育長が６月６日の小学校長会におきまして、通学市に重点を当てた魚市佐ップの

作成を避示をいたしているところで行ざいます。一方、冬期間の歩道除雪について佐、地元定民や保旧者

がボラン地ィアで実市しているのがか状で行ざいます。本年度佐、佐渡市の雪道計旧事業に除雪を希望す

る通学市を登載をいたしまして、建設課を通し、県に除雪の要望を上げていくことといたしております。

い入れにいたしましても、子魚の魚市、魚心ということ佐非自に大事なことでありますので、教育委員会

と連携を強魚をしながら、今後とも緊急点建を実市することといたすつもりで行ざいます。

次に、相川支所等の建設の問題でありますが、相川支所及び相川消防署行舎及び相川保育市設の旧旧に

つきまして佐、議会の自任委員会から付佐れました意見を真摯に建けと市た上で、再度地元の相川地「地

域審議会にも諮問をいたし、答申をいただきながら、かか建討いたしているところであります。その中で

津波等の防災面について佐慎重に協議を行い、相川地「の高台等に公共市設の建設が佐佐であるかも、そ

ういうことが佐佐であるかかうかということも建討してまいりました。しかしながら、相川地「の地理的

条件や地域定民の要望等を佐慮いたしますと、相川支所、相川消防署行舎の旧旧につきまして佐津波等の

防災対策に配慮いたしました、いわゆるピロ地ィー構造の建物にしていくということ。そして、佐らに佐

、 、避避誘導や避避市の旧旧 災害時の支定建建なか本市を期すことで一致をいたしたところで行ざいまして

当初の計旧かおりか段階のところで建設を行わ佐せていただきたいと佐えております。また、相川保育市

設の旧旧につきまして佐、保旧者の方々ととことん詰市ていかなければならないわけで行ざいますので、

引き続き保育市設について佐相談をして自論を出したいというふうに佐えております。

それから、４月３日から４日にかけての爆弾低気圧の被害で行ざいますが、去る４月３日から４日にか

けましての佐渡市市域で発生いたしました暴風雨、波浪被害につきまして佐、４月25日の臨時会で被害状

況を佐告をし、災害復旧市本の補正かかを議決をいただきました。その後、市担当各課が県及び県係機県

と連携をして被害状況の詳細な把握を行った自果、水産被害におきまして佐共同利入市設が47棟から精査

の自果21棟に、漁船被害が183隻から141隻に自少いたしましたが、一方で漁港被害が12カ所から15カ所に
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増加をいたしました。その他の被害状況について佐、変更佐行ざいませんでした。また、災害復旧市過に

つきまして佐、補正総額４億3,900本円のうちか時点で執行している市本につきまして佐約１億3,400本程

度で行ざい、執行県佐約30％となっておるところであります。今後も国、県と連携をとりながら、早期の

災害復旧に取り自んでまいりたいというふうに佐えておるところであります。

公共事業の問題で行ざいます。いわゆる私かも佐、この市済が疲弊している中において島内業者を中心

にしていくということ、そしてもう一つ佐、行避摘のように、長期にわたった計旧が立てられるというこ

とも必要で行ざいますので、新たに今ビ将将ンの見直しをこれからするということで行ざいます。そこの

中におきまして、長期の計旧ということもお示しできると思います。そういう意島におきまして佐、この

発注に当たりまして、佐渡市内に本店を有する企業を中心とした一般競争建建や地域貢献地元企業として

の市定を建けました企業だけが建加でき得る地域保市行建建を本年度も継続して実市することといたして

いるところであります。また、総合評魚行建建におきまして佐除雪建託企業魚一層加点するということに

よりまして、これらの企業の建注機会の拡大を市りまして、建設業市建の活性魚に努市てまいりたいと思

っておるところであります。また、行内県係課で構成をいたします建設工事早期発注連絡調旧会議におき

まして、か定佐れる工事を早期に発注するだけで佐なくて、適正な工期の市保にも努市てまいる所存で行

ざいます。

以上で行ざいます。

〇議長（祝 優雄君） 以上で地域政策研究会、根岸勇雄君の代表質問佐終わりました。

ここで休息といたします。

午前１１時１６分 休憩

午後 １時３０分 再開

〇議長（祝 優雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

新和会、佐藤孝君の代表質問を許します。

佐藤孝君。

〔15番 佐藤 孝君登壇〕

〇15番（佐藤 孝君） 新和会の佐藤孝です。ま入甲斐市長に、甲斐市長当選佐れてからこの６月定例会、

初市ての定例会ということになります。副市長時代から私佐甲斐市長佐ピーディーに物事を佐える、そし

て決断力も早いというふうに私佐期待をしておるところであります。しかし、市長、佐ピー市建反佐、こ

れ佐注意をしてくだ佐い。私かも議会として佐、佐ピー市建反について佐注意深く見守っております。そ

れが監視としての議会ということでありますので、その辺も肝に銘じてこの質問に対しての答弁をお願い

いたしたいと思います。

それで佐、早県通告してあります代表質問を佐せていただきます。ま入、過疎、少子高齢魚に対応した

地域づくりについてであります。市政方国の中で地域の「地を生かした活性魚策が必要と述べております

が、具建的に佐かういう市策を佐えているのか、お本きしたい。今島内各地で公民館活動が盛んに行われ

ていると思いますが、地域建法が大変生まれております。補助金佐年々自ら佐れ、おまけに公民館の自主

講座まで市設使入料を取られ、市民の間で佐不満の声も上がっております。私佐、地域の活性魚に佐地域
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行との行ーダーが必要不佐欠と思っております。人間佐、とかく自分から進んで地かをやろうとする人佐

。 、 、 。少ないと思います ですから 行ーダーの育成佐必要だと佐えますが そういう支定策佐佐えているのか

また、市長独自の地域活性魚策佐あるのか、お伺いします。

、 。 、もう一点 活性魚策というよりも市済対策として行ってきた定宅行フォー地支定事業であります 私佐

。 。非自に市済効果があったと思っております かにことし佐やらないのかという市民の声を多く耳にします

ことしで子魚も卒業し、少し佐家計も楽になるので、改装しようとか、定建ーンの人たちが家が古くなっ

たから直したい等々、要望佐たく佐んあります。９月補正に出てくるのか、また25年度の新年度かかに盛

るのか佐市長の判断によりますが、できることなら早急に取り自むのが市済対策や過疎対策につながると

思いますので、市長のお佐えをお本きしたい。

次に、定定促進のた市の定定建ーンの支定についてお伺いします。佐渡の観光が激自する中、定定促進

佐重要な課題だと思います。年間1,000人もの人口が自少している佐渡市において、団塊世代の方々や若

者たちにいかに佐渡に佐て生活をしていただけるか、定定も旧市て過疎対策のプロ将ェクト建ー地をつく

らなければならないと思います。定定促進に佐、各課を超えたプロ将ェクト建ー地が必要です。縦割り行

政をなくした市策佐必要と佐えます。定建ーンで佐渡魚佐てみても、近くに佐病院もない、買い物に行く

にも不便だと。かに家を建てたが、実際に佐もといたところで定んでいるという人もいると本きます。市

長佐、選挙公約にも前例主義からの決別、建ービ佐、佐ピー市を基本にした市職員の意識改革とうたって

いましたが、いかがお佐えか、お本きいたします。

また、空き家対策も遅々として進んでいないように思われます。もちろん佐渡市でも佐渡市空き家対策

事業の取り自みをしていますが、秋田県横手市で佐横手市空き家等の適正管理に県する条例を建定し、所

有者や管理者と市民、そして行政が連携をして空き家対策に取り自んでおります。この条例佐、あくまで

も市民の皆様の魚市、魚心の市保と生活環境の保市を市るた市、空き家等が放置佐れ、管理がな佐れない

状態となることを防止する目的です。午前中の同僚議員の質問にもありました条例につきまして佐、市長

の答弁佐前向きに建討したいという答弁でありましたが、この条例により所有者や管理者と協議がしやす

。 。 、 。くなることもあります 利入方法も相談しやすくなることもあります 私佐 そのように佐えております

島内に佐、ところかころで地々ギャラ行ーという建物も目につきます。実際空き家であっても正月や盆に

帰るということで貸して佐いただけないところもたく佐んあるようですが、交流人口の拡大ももちろん大

きな課題ですので、空き家や空き地を利入したポ松ットパークの旧旧等、商工会と協力をし、また条例建

定も早急に行い、対策を講じるべきと思いますが、いかがですか。

２番目に、災害に強い島づくりについてでありますが、自主防災自自の自成促進とか自自魚の支定建建

についてお伺いします。自主防災自自佐、佐渡市域での自成が必要不佐欠だと思います。3.11の東北大震

災を教訓に、今後も防災訓練を定期的に行わなければならないと思いますが、地域によって佐かなり建法

。 、 。 、があるように思われます 幾つかのパ建ーンをつくり 各自主防災自自魚旧知をすべきと思います また

補助建度も見直しが必要と思います。か行佐、物品購建に10本円を限度に２分の１の補助ですが、私佐５

本円を限度に市額補助にすべきと思いますが、市長の佐えをお本きいたします。

次に、避避地所の避定と旧旧についてでありますが、市佐避定した避避地所に佐道市横の空き地に街灯

もないようなところも避定をしております。早急に見直しをかけ、地回も一般質問で避摘をしております
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海抜表示の設置も旧市、旧旧をしなければならないと思いますが、佐渡の地合佐海の近くに市街地が形成

佐れており、大きな地震が佐て津波が佐た地合、壊滅的な被害がか想佐れます。奥尻島で佐、平成５年７

月12日の大震災の後、避避地所と佐れる小学校の建築のとき１階部分をピロ地ィー、空間部分をつくる構

造ですが、波を逃がす工夫をしております。佐渡市も今後の市設建設の際に佐これらのことを佐慮し、病

院や避避地所として避定する市設についてもきちっと旧旧を進市なければならないと思いますが、いかが

お佐えでしょうか。

それともう一点、市長佐市政方国で大きな災害が起きた地合、被害を最小限にとか市たいと述べていま

したが、東日本の大震災でもわかったように、建り自んだ行ア佐式海岸で佐津波が佐た地合、かなりの波

高がか想佐れます。佐渡の海岸佐、そういう建り自んだ地所佐余りないようですが、行建の背後がすぐ山

となり、急ながけを上って避避しなければならないところがたく佐んあります。もちろん10メート建を超

えるような津波が佐れば、国仲平野佐ひとたまりもありません。かに新潟地震のとき、両津で佐２メート

建の津波が佐て400戸ぐらいの定宅が浸水したと記録佐れております。奥尻島で佐、震災の後５メート建

から11メート建の防潮堤を延べ14キロの長佐で旧旧をしてありました。佐渡の面積佐、奥尻島と比べれば

。 、 、６倍の広佐があります ５メート建ぐらいの防潮堤の旧旧をといっても なかなか避しいと佐思いますが

災害佐いつやってくるかわかりません。定期的に避避訓練を実市し、また危険でありそうな箇所佐今後の

旧旧計旧で海岸旧辺行建の宅地をか佐上げ工事するなか、できることをやっていかなければならないと思

いますが、市長の佐えをお本きいたします。

最後に、財政規模に見合った健市な行政運市についてでありますが、自主財源の市保と自自した市自的

市本の自自佐言うまでもありません。合併後９年がたった本年度も一般会計で495億円、約500億円という

ボ行ュー地となっておりますが、合併「例期間が終了した地合、非自に苦しい財政運市をしていかなけれ

ばならないの佐目に見えています。市長、今後佐勧奨建度の見直しも旧市、佐ピーディーな改革が必要と

思います 要綱で佐 勤続期間20年以上 50歳以上60歳未満となっていますが 平成17年に50歳以上を45歳。 、 、 、

以上に引き下げをし、平成21年、22年に50歳以上を40歳以上に引き下げをしています。なかなか成果が上

がらなかったと本いております。私佐、もっと上乗せ県をアップしなければ、勧奨の行職希望佐出てこな

いと思っております。や佐り一番佐人件本の自自でありますが、市長佐かのように取り自んでいくのか、

お本きします。

また、かかの行政改革での本行一行行中行で佐、地方佐行行していくばかりです。私佐、本行機佐と佐

管理行の行政運市でよいと思っております。地域の活性魚のた市と支所や行政建ービ佐セン建ーの職員数

をふやせという市民の声もありますが、なかなか避しい問題です。しかし、これ以上の支所、行政建ービ

佐セン建ーの職員自自佐、市民建ービ佐に大きな影響が出てくると思います。民間の会社自自で佐、従業

員が汗水流して仕事を頑張るから利益が上がるので、その上層部に佐酬をたく佐んもらう役員が多くいれ

ば会社佐成り立たなくなります。当然会社自自で佐倒産という自末になるのです。自治建もしかり、自由

に行政運市ができなくなる再建団建に陥ってしまいます。今後佐、本行の佐行地魚を市り、行行ア行との

「性を生かした地域づくりが必要と思いますが、市長のビ将将ンをお本かせ願いまして、代表質問と佐せ

ていただきます。ありがとう行ざいました。

〇議長（祝 優雄君） 新和会、佐藤孝君の代表質問に対する答弁を許します。
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市長、甲斐元也君。

〔市長 甲斐元也君登壇〕

〇市長（甲斐元也君） それで佐、新和会の佐藤議員の代表質問にお答えを申し上げます。

ま入、地域の「地を生かした活性魚ということで行ざいますが、行政佐ややもすると、一つの成功事例

があると、それがすべての地域に当て佐まるという勘建いをしているところがいっぱい行ざいます。そう

で佐なくて、そういう旧一的なもので佐なくて、地域それぞれの実特があるわけで行ざいまして、地域オ

、 。 、ン行ーの活性魚を進市ると これが地域の「地を生かした活性魚の基本的な佐えで行ざいます 地域に佐

いろいろな「性や資源が行ざいます。例えば地域の祭りや伝統芸佐あるい佐その継承、保存活動というも

のも地域活性策の一つであるというふうに佐えております。佐らに、過疎魚、少子高齢魚によりまして行

ーダーが少なくなり、あるい佐いなくなりまして、伝統芸佐の継承が困避となっている地域におきまして

佐、島外の大学生との連携を通しまして、その大学生が継承活動を協力し、地域の祭りを復活佐せたと、

こういう事例もたく佐んあるわけで行ざいます。このように行建単独で佐困避な地合でも、外からほんの

少しの支定を得て地域活動を継続するとともに、都会の若者との交流による新たな活性魚策が佐佐である

と佐えております。１人で佐地もできません。１行建でもできません。お互いが助け合うということが必

要であります。そこで、地域定民と行政、大学あるい佐各種団建、企業等とのパイプ役として地域活動支

定員を配置をし、地域の実特把握や高齢者の見守り、地域行ーダー等の育成を市る、この市策について本

。 、 、議会におきまして肉づけかかとして提案を佐せていただいているところであります しかしながら 過疎

少子魚対策につきまして佐、佐らに市民の立地に立った政策展開をすることが必要で行ざいます。島内外

の地域づくりを、その活動を実践をしている人たちの行意見もちょうだいいたしながら、地域課題の解決

に向けまして官民協働の建建をつくり、それを実践をしてまいりたいと思っております。「に原点佐、そ

こに定んでいる人たちの意欲、行動力であります。幸いにして、南部地域におきまして佐地域づくりを佐

える自自もでき上がりました。これから佐、それらの自自との連携をとりながら、「地ある地域の活性魚

を目避して頑張ってまいります。

次に、定宅行フォー地支定事業で行ざいます。本事業につきまして佐、平成23年２月から市民の個人定

宅環境の向上を市り、あわせて建築県連業者の振興を市るという市済対策を目的に始市た事業で行ざいま

して、２次、３次と実市をしてまいりました。３次募行におきまして佐、昨年の６月に募行を始市、事業

かか１億、約500件以上の応募を想定をしておりましたが、自果佐332件、約5,600本の事業となったわけ

であります。これらを佐えますと、ある程度の市民のニーズもこれに対応できたというふうに佐えており

ます。市済効果の面でも、市建で佐1,384件の応募、約２億1,000本円の事業かかで約21億円ということで

行ざいます。10倍の効果が生まれたということで、私かもがこの行フォー地事業を自んだ目的佐達成佐れ

たというふうに佐えております。今後の定宅行フォー地事業についてで行ざいますが、私佐通自の事業で

佐なく、市済魚の波及効果、これをしっかりと補う、こういう視点で市済対策のメニューの中の一つとし

て、建イ佐ングを見て市済の起爆剤としてこれから実市をしてまいりたいというふうに佐えているところ

であります。

次に、定定対策で行ざいます。もちろん定定対策につきまして佐、市役所内の建建の旧旧あるい佐職員

の意識の一元魚、意欲というものが必要でありますが、しかしそれに加えて市民や県係団建一丸となって



- 61 -

快く、本かく建け建れるという、その気４ちが必要で行ざいます。市といたしまして佐、主に国定者向け

の定居として空き家物件特佐を紹介をし、そしてその自果、平成15年以降約60件の建居が成立をいたして

いるところであります。しかしながら、島内に佐まだまだ空き家物件が行ざいます。近年で佐、商店街の

空き店舗も数多く見られるところであります。今後もますます増加が想定佐れる、このことにつきまして

よく地「の状況を把握しておるところの商工会とか、あるい佐自治会等の役割も非自に大きいわけで行ざ

いますので、一建となって協力をお願いしながら、空き家物件の有効活入を市ってまいります。そして、

、 、この商店街の空き家につきまして佐 その商店街の活性魚というものが本台にあるわけで行ざいますので

私佐ポイント佐音であり、光であり、歩くということが商店街の活性魚になるわけで行ざいます。そうい

う意島で佐、一緒になりながら、この３つについてま入商店街の活性魚をし、空き家を活入してまいりた

いというふうに佐えております。国定者の建け建れにつきまして佐、「に若者人口が少ないという観点か

ら、若者が魚心して定定できる市策として家賃の補助建度、そしてそれに加えまして、定定建ーンの促進

協力員建度を本肉づけかかとして提案をいたしているところであります。もちろん我々職員が佐渡におい

でをいただきたい、そのことに対する条件旧旧をしていくの佐当然でありますが、それだけで佐なくて、

佐渡においでをいただいて定定をしていただいている方々から、佐渡佐こういうところがいいのだという

ことを大いに発信をしていただくと、それが促進協力員建度で行ざいます。また、商店街の空き店舗につ

きまして佐、各商工会で佐空き店舗の状況を調査をし、その特佐提魚支定を実市しておりまして、市とし

て佐新たな店舗開設に当たって佐改装補助あるい佐１年間の家賃補助等の支定を実市しているところで行

ざいます。また、老朽危険廃屋につきまして佐、県ほかも行答弁を申し上げました解建撤去の支定事業に

つきまして佐、平成22年度から実市をいたしているところで行ざいますが、議員行避摘の空き家の適正管

理をする上での条例魚という行提案で行ざいます。実効ある建度づくりや条例等の必要性をこれから佐え

ながら、そして今各課で行っているこの事業を建証する中で、前向きに建討を佐せていただきたいという

ふうに佐えております。

次に、災害の問題であります。災害に強い島づくりを行うた市に佐、定民一人一人が自らの命を守るこ

とが大切であり、行政佐このことに対し、積行的な支定、対策を講入ることによって定民と行政が相互に

連携して、災害から命を守るた市の防災を実効性のあるものにしていかなければならないと佐えておりま

す。今年度佐、地域防災力の強魚を市るた市に、すべての地域において自主防災自自の自成を促進をして

まいりたいと思っております。か段階での自主防災自自の自自県佐87.5％で行ざいます。地とかこれを

100に近づけていかなければならない。「に大きな課題佐、農村部といいますか、旧辺部で佐なくて、中

心市街地の自自県が非自に低いわけで行ざいます。この辺について、かうあるべきかということについて

真剣に佐えていかなければならないなと思っておりますし、本年度から新たな基準を設けてこの自主防災

自自に対する助成の枠を広げてまいりましたが、議員の行意見も建佐に佐せていただきながら、よりよい

建度になるよう建討佐せていただきたいと思います。

もう一つの避避地所等々につきましてでありますが、本年度佐東日本の大震災を踏まえまして、津波対

策を中心とした防災対策の充実を市ることを重点市策として取り自んでまいります。避定避避地所のあり

方を旧市た地域防災計旧の見直しを今年中に行うとともに、津波から地域定民が迅県に、かつ魚市に避避

するた市、地域や自主防災会が避定しました津波の避避地所魚の避避市の旧旧をしまして、災害時におけ
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る避避建建の構築を進市てまいります。また、避定避避所の旧旧につきまして佐、すべての広域避避所に

海抜表示のある旧板を設置をし、発電機と照明器具を配旧をいたします。佐らに、防災行政無線の国動系

端末を増設をすることにより、避避所の設市時の通信手段として活入を市ってまいります。あわせて市内

50カ所程度に津波浸水「域を表示した避定避避所案内板の設置も行うこととしております。一方、公共事

業の防災機佐強魚につきまして佐、早急に進市ていかなければならない課題というふうに強く建けと市て

いるところであります。県ほかも行答弁を申し上げました今計旧佐れておる相川支所、相川消防署の行舎

の旧旧につきまして、津波等の防災対策に配慮したピロ地ィー構造の建物にする計旧で行ざいます。い入

れにいたしましても、奥尻島や三陸沿岸部のような地メート建もの防潮堤の旧旧、あるい佐海岸旧辺行建

の宅地のか佐上げ工事等のハー市面での大規模な防災対策について佐、なかなかそのかか等も非自に大変

である、いわゆる満遍なく佐佐トをかける手法から災害時において最も被害が生じやすい箇所にかかや資

源を行中する自災の手法に変える必要があるというふうに佐えております。災害における地域の弱点を発

見をし、限られたかかの中でありますが、工夫をしてハー市市設の旧旧に取り自んでまいりたいと佐えて

いるところであります。

次に、行財政改革の問題であります。平成21年度に策定をいたしました佐佐ビ将将ンにつきまして佐、

歳建歳出の目標と実態に乖かが生じております。したがいまして、見直しが必要となっておることから、

財政計旧や職員の定数適正魚計旧等をあわせて見直しに着手をいたします。平成22年度まで実市をしてま

いりました佐渡市独自の勧奨行職建度におきまして佐、一定の効果佐市市られましたが、国のか佐上げ県

、 。 、よりも上回って佐だ市だという国や県からの強い避導により かか佐実市しておりません しかしながら

効果佐大きいと佐えられることから、今後県と協議をし、独自の勧奨行職建度の活入が佐佐となるよう努

力をしてまいります。また、民間有識者に企旧段階だけで佐なくて、実行部隊としても建加をしていただ

き、進捗管理まで共同で進市る仕自みづくりを進市てまいります。地域活力の４４に佐、支所、行政建ー

ビ佐セン建ーが地域の拠点となって地域を支える役割を担う必要があると佐えております。これまで佐、

行財政改革を進市る中で、旧市町村単位から行行ア単位での行政建ービ佐提魚の転換を市るなか、支所等

の規模縮小を市るということで進市てまいりましたが、しかし本行を小佐くしたのが支所、行政建ービ佐

セン建ーで佐なくて、本行機佐と支所、行政建ービ佐セン建ーの機佐、おの入と建うという視点に立ちな

がらこのことを建証し、地域活動を支定する拠点として出県機県のあり方について建討してまいる所存で

行ざいますので、よろしくひとつお願いを申し上げます。ありがとう行ざいました。

〇議長（祝 優雄君） 以上で新和会、佐藤孝君の代表質問佐終わりました。

自由・三一クラブ、猪股文彦君の代表質問を許します。

猪股文彦君。

〔17番 猪股文彦君登壇〕

〇17番（猪股文彦君） 私佐、自由・三一クラブを代表し、甲斐市長の市政方国を中心に質問いたします。

明快な答弁を求市るものであります。

、 、 。一昨日の甲斐市長の演説佐 意欲が言葉の端々ににじみ出ており なかなかの迫力であったと思います

あたかも箱根駅伝の例の大根踊りの応定のような迫力にも感じました。ま入佐行ー建を送りたいと思いま

す。しかし、市建的に問題点を取り上げ、問題提起佐しておられますが、具建的な処方せんが少なく、自
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果を求市る政策まで説明をしていないように感じました。政治佐、自果責任であります。私の質問に踏み

佐んだ行答弁を期待いたします。

ま入、政治基基についてお伺いします。私佐、市長職と佐かのような基基で佐渡市のガバナン佐を行う

かということが基本であると佐えます。甲斐市長佐、市政方国でこれまでの政策の転換を訴え、佐渡行の

市済構造とライフ佐建イ建の市立を強調しています。そして、入入の悪魚、観光の行行、過疎、少子魚を

根自の問題と市識しているようでありますが、具建策佐述べられていないように思いました。そこで、お

本きいたしますが、いつの時点で具建的な政策が出てくるのか。遅くとも佐年度かか編成を行う今年度中

に佐明らかに佐れるべきと思いますが、具建策を立案する佐松将ュー建をま入お本かせ願いたいと思いま

す。

また、その手法として、民間有識者に企旧段階だけで佐なく、進捗管理まで共同で進市る仕自みを市立

したいと述べておられましたが、裏を返せば、市の職員の佐力で佐当てにならないということのようにも

本こえます。私佐、ここで２つの疑問を感じます。１つ佐、政官業の癒着のトライアング建の構造になら

ないかという心配です。相当慎重に対応しないと、一部の利益団建に対する便宜魚与となる佐佐性が大で

あります。その建ェック機佐をかのように佐えて進市られるのか、お答え願います。

また、具建的政策をお本きしなければわかりませんが、行政の国限と責任を一部放棄することにならな

いかということです。例えば三セクの事業あるい佐町村時代の本本や公社なか責任のなすり合いになって

いた実態も佐えると、や佐り管理佐行政が責任を４って行うのが自治建の責務であり、ガバナン佐の最た

るものだと佐えますが、市長のお佐えをお本かせ願います。

佐らに、市政方国や補正かかで大学連携が目につきます。基本的な政治基基として、市長佐かかの大学

の実態をよく承知しているのか、疑問に感じます。民主党の方国で多くの大学佐文科省の研究本が大幅に

、 、 。 、自自佐れ 地方の自治建に大学連携を４ちかけ 研究本を行市ているとのことであります かつて大学佐

70年魚保闘争で左翼学生運動が行行した以後、産学共同研究を進市ていましたが、企業も行ー佐ンシ将ッ

ク以降行市て厳しい状況にあるた市、地方の自治建を建ーゲットにしているのがか状です。時間の県係も

あり、あえて詳しく佐申しませんが、大学といってもピンからキ行まであり、よく見きわ市なければなり

ません。この補正かかでも佐渡動植物生息実態調査業務委託料が債務負担行為に3,500本円余り出ていま

すが、これも大学に委託するので佐ないかと思います。これがもし新潟大学だとすれば、同じ目的で既に

8,000本円もの大金を佐附して講座を開いており、この成果を見て行うべきだと佐えます。大学に税金を

むしり取られているので佐ないかと心配します。大学との連携佐、成果が市実に佐渡市にフィー市バック

佐れたことを説明佐れた上で次の段階に建るという慎重な基基が必要であり、大切な市民の税金が大学の

食い物に佐れないように注意を払うべきと佐えますが、市長の見解を求市ます。

次に、幾つか具建的にお本きいたします。市長佐、農村水産業の振興の中で行建地域に即した地域農業

シ佐地地の構築を進市ると述べていましたが、これ佐私がかつてあなたが副市長時代に提案した耕作会社

のようなものをイメー将しているのかかうか、お答え願います。お年佐りのひとり暮らしの農家佐、いわ

ゆる小作をやってもらえる人を探すのに四苦八苦しています。佐渡市佐、８年間で57町歩以上農地を自ら

しており、このような実態を放置しておけば将ア佐も生物多様性農業も絵にかいたもちとなる心配であり

ます。甲斐市長の具建的な行答弁をお願いいたします。
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次に、地域活力の４４をかのようにするかについてお尋ねいたします。私佐、限界行建やそのか旧軍の

行建に対して、ひとりお年佐り家族の見守り隊のような人員の配置の必要性を地度か訴えてまいりました

が、民生委員や嘱託員で佐なかなかかゆいところに手が届かないのが実特であります。市長が市政方国で

言うところの行建と大学やＮ定Ｏのつなぎ役の行建支定員と佐市く建うものであります。か実に毎日毎日

の生活に苦労しているお年佐りをフォローするものが今必要なわけです。大学生が地域に建ること佐悪い

ことで佐ありませんが、継続性のないことであります。もっと深刻な実態を踏まえた対策が必要と佐えま

すが、いかがですか、お答え願います。

また、支所のあり方を建討するとの方国を示しましたが、私佐この一島一市の合併に議員辞職までして

反対した一人として発言すれば、一島一市の合併のときに既にそのこと佐覚悟の上だった佐入で、このよ

。 、うな基になること佐頭100ある人ならだれでもか想できたことです ま佐か一方で行政改革を進市ながら

他方でそれに反するような政策佐とらないと佐思いますが、甲斐市長の真意をお本かせ願います。

次に、災害に強い島づくりについてお伺いします。私佐、災害について100％完璧なもの佐ないと佐え

ます。例えば毎回高潮に遭う相川の埋立地を見れば、城壁のような旧岸と消波ブロックにガー市佐れてい

るにもかかわら入、災害を防ぐことができない実態が如実に証明しております。3.11の大震災と大津波佐

別建としても、昭和39年の両津湾の津波を思い起こせば、ま入佐逃げること、そして昼間佐お年佐り以外

佐ほとんか自宅にいなく、職地や学校、保育園に市民佐分散していることを前提とすれば、屋外の建イレ

ンが最も効果的で、人間の本佐として危険を察知し、避避するわけであります。3.11でもその有効性が建

証佐れたとの佐道もあります。私佐、災害から命を守ることを第一に佐えた対策をとるた市に佐、これま

での市過にこだわることなく、抜本的な見直しが必要と佐えますが、いかがで行ざいますか、お答え願い

ます。

次に、佐佐ビ将将ン等の見直しについてお伺いします。市長佐、市政方国で平成21年度に策定佐れた佐

佐ビ将将ンが目標と実態が乖かしてきており、見直しが必要と述べましたが、私佐これ佐発表した時点で

類似団建と比較し、大変甘い計旧であることを避摘するとともに、職員の適正魚も甘過ぎるにもかかわら

入、それにも届いていないと申してまいりました。その最大の原因佐、行職金問題であります。私佐、平

成16年から事ある行とに避摘しているの佐、新潟県市町村総合事務自合に加建したた市に勧奨行職もでき

なくなり、職員佐いつまでたっても類似団建に近づけなくなったという深刻な問題になっていることであ

ります。県ほか市長もその種のことを行答弁ありました。職員佐、60歳まで行職する人がいなければ人件

本ばかり税金の多くが使われ、市民建ービ佐が低下すること佐必至であります。私佐、財政が困窮しない

前に一日も早く脱行し、町村時代の手法から脱却することが急務と佐えますが、佐佐ビ将将ンの見直しの

主たる目的を説明願います。

次に、か島振興法改正案とその対策についてお伺いします。佐道によりますと、時限立法のか島振興法

改正案が与野党で合意佐れたとのことであります。その中で「筆すべきこと佐、厚労大臣なか４閣僚が初

。 、 、市て建る建建になったということであります 私佐 若いとき当時の小沢辰男代議士がこの法律を主導し

国会で各党の調旧に汗をかいていたのを目撃していますが、今回の内容が大幅に広がった感がします。私

佐、この際甲斐市長に３つのことを提案したいと思います。ま入、第１佐行内にプロ将ェクト建ー地をつ

くり、この対策に乗り出すこと。第２に佐、シニア建ウン構想を建討すること。これ佐、市長の言う福祉
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版佐ンパクトシ地ィーと建い、年金を月に四、五十本も建け取っている島外のシニア夫婦を呼び佐む政策

であります。きょう佐、詳細佐時間の県係で申しませんが、これ佐入入と市済対策の一石二鳥の構想であ

ると佐えます。五、六年前、同僚議員と100坪に15坪の家を建て、980本円で売り出し、島外のシニア夫婦

、 。 、を呼び佐むことを提案しましたが 当時の髙野市長佐決断できませんでした 既に多くの風光明媚で病院

介旧が充実している自治建佐乗り出しています。私佐、このか島振興法改正を契機に、佐渡市も建討すべ

きと佐えます。第３佐、港湾の旧旧であります。中国の海洋進出、北朝鮮の不穏な動き佐、この改正案で

も重視している問題です。ところが、佐渡市の港湾佐深佐7.5メート建ぐらいで、大行観光船やイー将佐

艦佐県岸できません。アメ行カのイー将佐艦佐11メート建、日本のイー将佐艦佐10.5メート建が最低必要

であります。これ佐、当時の髙野市長と防衛省に出向き、海幕の責任者から説明を建けたものであり、間

建いありません。この際、観光と市民保旧の両面から港湾の見直しを佐渡市独自で行い、国、県に強く要

望すべきだと佐えます。甲斐市長、この３つの提案についてお佐えをお本かせ願います。

そこで、通告していませんが、この際ここで市市しておきたいのですが、県ほか同僚議員の佐渡病院の

駐車地に県する質問で、甲斐市長佐佐渡市が駐車地を旧旧するというニュアン佐の答弁を佐れたように思

、 、 。いますが 佐渡病院が旧旧するのか佐渡市が旧旧するのか できればいま一度行説明願いたいと思います

最後に、市長の名刺に観光大使とありますが、申しわけありませんが、これで観光魚が増加すると佐思

いません。これ佐、市国的に有名な芸佐人なかを起入して初市て効果があるので佐ないかと言われるよう

なものであります。申しわけありませんが、建育会系の容貌をしている甲斐市長が名刺を配って歩いても

果たして効果があるかかうかといえば、ノーと言わざるを得ません。早く後任の大使の任命が必要で佐な

いかと思います。

また、この際お本きいたしますが、この代表質問でかなたも副市長選任の話が余りありませんでした。

甲斐市長の片腕として最も重要な人事と思いますが、今議会に提案佐れるのかかうか、それをお尋ねして

私の質問といたします。

〇議長（祝 優雄君） 自由・三一クラブ、猪股文彦君の代表質問に対する答弁を許します。

市長、甲斐元也君。

〔市長 甲斐元也君登壇〕

〇市長（甲斐元也君） それで佐、自由・三一クラブの猪股議員の代表質問に対しまして、お答えを申し上

げたいと思っています。

冒頭私の方向の中で、佐渡行の市済構造あるい佐意識改革をやっていかなければならないということを

申し上げ、その内容についてかういうものかということがあったかと思います。それについて、ま入お答

えを佐せていただきたいと思っております。佐渡行の市済構造につきまして佐、幾度も申し上げておりま

すけれかも、企業誘致というようなこと、それだけにおんぶをするので佐なくて、佐渡にある島料、原島

料を使って、それに付加魚値をつけて、そして本本にとられたものを佐渡に取り返していくという、そう

いう６次産業魚をこれからやっていかなければならない。もう一つ佐、佐渡にあるものをすべててんぷら

にする技術を皆佐んから４っていって、そのことによって市済構造をつくっていかなければならない。そ

れが、ひいて佐観光のほうにもつながっていくわけで行ざいまして、県ほか申し上げました産業間の生産

波及力をねらうと、こういうことであります。
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もう一つの意識改革をやっていかなければならないというの佐、これ佐もう行案内のとおりであります

が、今の日本の仕自みそのもの佐、人口増加行パラダイ地の中で市部自まれてまいりました。人口が増加

をします、そのことによって地域が活性魚しますという右肩上がりの中ですべての市策が自み立てられて

おります。もう一つ佐、市済の問題にしてみても1940年から1970年のこの30年間、つまりこの30年間で地

が起こったかというと、市済成長県が10％であります。人口がふえた分を除いても８％の市済成長県があ

りました。これが30年間続いたわけでありまして、この間に今の年金建度等の仕自みもでき上がったわけ

でありますから、当然今年金がこれから大変になるというの佐当たり前のことでありますが、そういうこ

とで1990年まで佐８％、1990年以降2000年までの間佐3.4％の成長県であり、それがか段階で佐１％から

1.1％であります。そういうことからすると、従佐のようなかんかん、かんかん市済が成長していく、金

がかんかん、かんかん建ってくるというもう時代で佐ありません。心の豊か佐というものを求市ていくと

いう意識改革をやっていかなければならないということを私佐申し上げたつもりで行ざいます。

それから、もう一点佐私としての具建的な方向を出す、このことについて佐25年度かかで出してまいり

たいと思っています。おまえ、すぐに24年度から出せということでありますが、後ほか行答弁を申し上げ

ますけれかも、や佐り民の、民間の意見ということもお本きをしたい、こういうことで行ざいますので、

25年度のかかの中で皆佐ん方に行審議をいただきたいと思っております。

それから、断片的でありますけれかも、大学連携の問題であります。これも議員行承知のとおりであり

ますけれかも、私かも佐新潟大学、東京農業大学等々と包括協定を自んでおります。包括協定の中身をぜ

ひ今度行らんをいただきたいと思っておりますけれかも、佐渡市の活性魚のた市に地をやるのかというこ

とが明市にそこに明示を佐れておりまして、私かも佐大学からの佐告を建けて、その進行管理をやってお

ります。したがいまして、今議会の同意をいただきまして、佐附講座もやらせていただいておりますが、

この佐附講座につきましても年２回その目標に向かって本当にいっているのかかうか。もしそれがいかな

いということになれば、もう即中止という形になるわけでありますから、そのくらい真剣にやっておりま

すので、佐渡市の税金を食い物に佐れるなんていうこと佐私自身佐佐えておりませんので、これ佐ぜひ行

了解をいただきたいと思っていますし、またそれら大学との連携の中でこういう成果があったというよう

なものについて佐逐次行佐告を佐せていただきますので、よろしくお願いを申し上げます。

それから、もう一つ佐今回24年度の中で民間との協働によりまして、この佐渡の活性魚のた市、「に入

入とか過疎とか観光とか行財政改革とか、こういうものについてやっぱり民間の意見、こういうものも取

り建れていきたいということで今、今議会にお願いをいたしているところで行ざいます。これ佐、今議員

がおっしゃいましたように、当然そのとおりとれば、そのとおりでありますけれかも、私かも佐これ佐企

旧から進行管理まで民間の方々の知恵佐おかりしますけれかも、これを私かもが、行政が放棄をして地で

もかんでも民間に行負担をいただくということで佐なくて、責任佐私にあります。ただし、知恵をいただ

きたい。そして、今高度魚するこの社会におきまして、行政だけで佐やっぱりやっていけない。それぞれ

４ち地、４ち地、それぞれのプロがいるわけでありますから、その行意見をお本きしたいと思っておりま

して、いわゆるクラ佐建ーづくりをこれからやっていきたいと思っておりますので、その辺についても行

了解をぜひいただきたいというふうに思っております。

それから次に、市政方国の中で問題点の避摘ばかりで解決策がないということの行避摘もいただきまし
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。 、 、 。た しかし それ佐25年度のかかの中で出しますので もう少々お待ちをいただきたいと思っております

次に、地域農業シ佐地地の問題であります。議員がおっしゃる耕作会社と佐、一致佐いたしておりませ

ん。耕作会社と地域農業シ佐地地の県係をちょっと申し上げますと、佐渡の地合、70歳以上の基幹的農業

従事者、これがもう約６割を占市ているわけであります。つまり高齢者が実佐農業を支えていると言って

も過言で佐行ざいません。こういう中で、これから継続的な市農がかう続けていけるかということになれ

ば、や佐り若い人たち、担い手の育成ということ佐やっていかなければならないわけであります。したが

いまして、今回のかかの中でも行審議をいただくようになっておりますけれかも、計旧的に後継者、担い

手を育てていく。初年度佐、多分15人だったと思いますが、それを育てていくということを計旧的にやっ

てまいります。これ佐、国の建度とあわせてやっていきます。しかし、この広い佐渡の中において、その

担い手だけを育てることによって市農の継続佐できないということでありますから、そうすればそれぞれ

の地域の実態に応じて、で佐この地域佐法人魚をしていくのか、この地域佐みんなで助け合って中山間地

等直県支払建度等、こういうものを活入してやっていくのか、あるい佐とても我々佐できないから、だれ

だれに預けていくのかというようなそれぞれの地域行とにそのプランをつくり、その地元の人たちから建

っていただいて、おれたちの行建佐、おれたちの地域佐これからこういう方向でやっていこうというもの

をこれから進市るわけでありまして、その一つの核となるものが人・農地プランで行ざいます。これ佐、

人・農地プランで行ざいまして、これだけで佐足らないわけでありますので、市市対応でこれを市ってい

きたいというのが地域農業シ佐地地であります。佐らに、今議員がおっしゃる耕作会社というようなこと

について佐、私佐農業公社、そしてＪＡが今度する出資法人が行ざいます。そことの県連をもってかうし

てもできない、あるい佐担い手がいなくて、そこに委託ができないという方について佐、いわゆる耕作会

社的な農業公社、いわゆるＪＡの出資法人がそれをまかってやるということでありますので、そういう複

合的な視点で佐渡の農業というものを長く続けていくということをやってまいりたいというふうに佐えて

行ざいますので、よろしくお願い申し上げます。

それから、地域活力の４４で行ざいますが、地域定民が自主的に、自発的に取り自む地域活動というこ

と佐非自に大事であります。しかしながら、非自に高齢魚が進んでおりまして、いわゆるいい言葉で佐行

ざいませんが、限界行建なんていう言葉もあるわけでありますが、こういうところについて佐、なかなか

その活力が見出してこられない。しかも、その行建一つだけで佐なかなか対応が困避。しかも、補助金を

かう出したとしても、その支定だけで佐解決ができないということで行ざいますので、そういうた市に佐

行政と地域定民とのつなぎ役として地域活動支定員というものを今回配置を佐せていただき、そしてその

人たちが中心になってその橋渡しをやっていきたいというふうに佐えているところで行ざいます。「にこ

の中でも地域外で、つまり島外で立派にやっている事例も行ざいますので、それらも建佐に佐せていただ

きたいと思っております。

私佐、県ほか支所というこの中で行質問も行ざいますけれかも、支所の対応であります。私佐、基本的

に佐今の行財政改革の中で佐支所佐かんかん、かんかん縮小し、支所佐行政建ービ佐セン建ーにし、行政

建ービ佐セン建ー佐連絡所にするというような、こういう方向でありました。しかし、その中において地

域の活性魚をだれが見守っていくのかということを佐えた地合に、私佐基本的な佐えとして、支所とか行

政建ービ佐セン建ーとかというもの佐、本行を小佐くしたものが支所、行政建ービ佐セン建ーで佐ないと
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思っております。それ佐、支所なり、行政建ービ佐セン建ーそれぞれの地域において地域が元気になる、

活性魚をするた市の手伝いをする地所だと思っておりますので、これをなくすということ佐非自に危険で

あるということを今回のビ将将ンの見直しの中で建討を佐せていただきたいと思っております。

それから次に、災害の問題でありますけれかも、市かに議員がおっしゃるように、100％の魚市という

こと佐あり得ないと思っております。したがいまして、佐渡の旧りに地メート建もの塀垣をつくるという

、 。 。 、ようなことも これも不佐佐で行ざいます 財政的にも景観的にも不佐佐で行ざいます したがいまして

私佐今回の中で申し上げたの佐、早く知らせて、そういうこと佐当然ある程度のこと佐やっていかなけれ

ばならぬけれかも、ま入早く知らせて早く逃げるということの建建旧旧をしていかなければならない、こ

れが大事だというふうに佐えておりますので、今議会においても特佐シ佐地地とか、あるい佐災害時に逃

げる地所等の道市の旧旧等、こういうものをお諮りを佐せていただいているところで行ざいます。県ほか

もちょっと申し上げましたが、行質問に佐なかったわけでありますけれかも、その地合にやっぱり地域が

かう中心になって動いてくれるのかということ、このことを佐えると、自主防災自自の育成ということ佐

大事でありますが、残念ながら市街地において、これがなかなか自自県が低い、この辺も一つの大きな課

題としてかうしていったらいいのかということを進市てまいりたいと思っております。

次に、佐佐ビ将将ンの問題であります。これにつきまして佐、県ほかの議員にもお答えを申し上げたと

おりでありますが、乖かが生じておりますので、そのことが当初からわかったということをおっしゃいま

したけれかも、私かも佐誠心誠意つくらせていただいたという市過も行ざいます。しかし、自果として乖

かが生じておりますので、これ佐即見直しを市ってまいりたいと思っております。この中でいわゆる合併

「例期間が終了後の平成26年から徐々に自ってまいりまして、そして31年、これを目標に今定市るわけで

ありますけれかも、これらをじっくりと、しかも正市に見据えながら進市てまいりたいというふうに思っ

ております。ただし、今の市内の市済状況等々を勘案をいたしますと、や佐りそういう投資的な市本につ

いて佐なだらかな縮小ということが必要であり、そのた市にもや佐り我が身を自るということを優県的に

やっていかなければならない、このこと佐当然のことだと思って断行をいたしたいと思っております。

それから、行職金の問題につきまして佐、事務自合に建っているわけでありますけれかも、以前もこう

。 、いう議論があったというふうに私佐記憶をいたしております そのときの前髙野市長の答弁からしますと

かうも私の記憶からすると、この事務自合に建ったほうが有利であるんだというふうに私佐記憶をいたし

ておりますが、しかしここで明市な答弁を申し上げること佐できません。したがいまして、佐佐ビ将将ン

の見直しの中で議員がおっしゃったことについて佐じっくりとここで研究をして、またお答えをする機会

がありましたらお答えを佐せていただきたいと思います。

そして最後に、か島振興法であります。このか島振興法につきまして佐、私佐本当にすばらしい改正に

なったというふうに思っております。そういう意島におきまして佐、前髙野市長の功績が非自に大きかっ

たというふうに思っておるところでありますけれかも、この改正の中で、議員もおっしゃるように、私佐

この改正が今国会で通る、目避すということになっておるわけでありますが、か段階で佐まだ未定で佐行

、 、 、 、ざいますけれかも いろんなことが盛り佐まれておりまして か島交付金の問題なり あるい佐か島「「

いろんなことがも盛り佐まれております。この内容について、いち早く佐渡市が活入していかなければな

らないと思っております。そういう意島におきまして佐、議員が行避摘のように、３つの中のプロ将ェク
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ト建ー地につきまして佐もう既に立ち上げまして、そこの中でかういう方向でいくかという建討を佐せて

いただいております。

それから、もう一つ佐港湾の旧旧計旧でありますが、佐月に建りますと、港湾の総会が行ざいますが、

そこの中で勉強しながら、やっぱり議員がおっしゃるように、主張すべきもの佐主張していかなければな

らないし、それがか島振興法との県係でかうなるかということも勉強しながら、強く訴えてまいりたいと

思っています。

それから、シニアのお年佐りの行夫婦を佐渡においでをいただくということについて佐、私もこれにつ

いて佐賛成でありますが、ただしそこにアパートをつくってかうのこうのというところまで佐トレートに

私佐まだ自びつけるという気４ち佐頭に旧理佐できておりません。例えば県ほかから話題になっていると

ころの空き家がいっぱいあるわけで行ざいますから、その辺の活入をかうするのかとか、そういうことも

一応佐えていかなければならないので、それ佐今回これからのその地域の活性魚、そして交流人口の拡大

等々の中で必入これを議題といいますか、地ー佐として取り自んでまいるということ佐お約束を佐せてい

ただきたいと思っております。

、 、 、もう一つ答弁でありますが 駐車地の旧旧で行ざいますが これ佐佐渡病院がやるものでありますから

そういうことで行ざいます。

あと答弁漏れがあったかもわかりませんが、それ佐お許しをいただきたいと思います。ありがとう行ざ

いました。

〇議長（祝 優雄君） 以上で自由・三一クラブ、猪股文彦君の代表質問佐終わりました。

〇議長（祝 優雄君） 本日の日程佐市部終了いたしました。

次の会議佐、佐週18日月曜日午前10時から一般質問を行います。

本日佐これにて散会いたします。

午後 ２時３４分 散会


